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登山月報
　第５回全国高等学校選抜クライミング選手権大会

（特別協賛：三井住友海上火災保険）が、12月23日

（祝）、24日（水）の２日間に亘り埼玉県加須市民体育

館にて開催された。加須市合併５周年記念と冠された

今大会は，全国41都道府県から男子36県69校104

名，女子36県60校84名，合計188名の選手が出場

した。昨年より県数で３、選手数で20名増加し、団体

参加校も男子31校、女子21校と盛況であった。

　開会式では、神﨑忠男・日山協会長より「2020年東

京オリンピックで開催競技が増えることになり、クラ

イミングにも可能性が出てきた。ジュニア世代の活躍

によりオリンピックでメダルを獲得できる競技である

ことを国に伝えてほしい。」と力強い挨拶があった。

　また、大橋良一加須市長からは、「鯉のぼり、うどん、

クライミングのまち『加須』へようこそ。寒い季節の

大会だが高校生の熱い戦いを期待したい。」とご挨拶

をいただいた。

　初日の予選はフラッシングで、男女それぞれ２つの

ルートを登り、その合計で競った。グレードは男子が

13ａと13ａ/b、女子が12ｂと12ｃ。２ルートとも

完登した選手は男子５名、女子２名で昨年より難しく

なった。男子27名、女子26名が翌日の準決勝に進ん

だ。

　大会２日目午前の準決勝からオンサイト方式とな

り、グレードは男子が13ｂ、女子は12ｄに設定。完

登したのは男女とも１名ずつで、男女それぞれ８名が

決勝に進出した。

　午後からは女子、男子の順で決勝が行われた。前半

の女子決勝はグレード13ａの壁に挑んだ。完登者は

なく多くの選手が３分台でフォールする中、４番目に

登った坂井絢音選手（山村学園・埼玉）が僅差を制し

て優勝した。２位には、昨年３位の義村萌選手（津東・

三重）が入った。

　後半の男子決勝ではグレード13ｂ/ｃの壁に挑戦

した。いずれの選手も実力者揃いで、ギャラリーの熱

い声援を受けながら手強い壁に挑んだが完登者は出な
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かった。その中で、準決勝で一人だけ完登した波田悠

貴選手（久喜工業・埼玉）が、実力を遺憾なく発揮し

て優勝した。２位には、原田海選手（羽衣学園・大阪）

が入った。

　閉会式では、学校団体戦の優勝校には優勝カップ、

６位までの入賞校には賞状と協賛社のマムートスポー

ツグループジャパンより副賞が贈られた。また、個人

男女８位までの選手には賞状と協賛社のマムートと

ゴールドウインより副賞、さらに３位までの選手には

メダルが贈られた。また、加須市合併５周年を記念し

て、加須市より出場選手全員に「ミニこいのぼり」を、

さらに手書きこいのぼり老舗『橋本弥喜智（やきち）商

店』謹製の「手書きこいのぼり額」が、各カテゴリーの

それぞれ３位までに贈呈された。

　最後に今回で５回目を迎えた本大会のために準備段

階からご尽力いただいた、地元加須市ならびに埼玉県

山岳連盟の方々に感謝の意を表するとともに、加須市

のクライミングウォールで己の技を競いあった若きク

ライマー達が今後のスポーツクライミングの発展に貢

献してくれることを切望する。� （記　青木秀則）

個人男子
１位 波田　悠貴（久喜工業・埼玉）
２位 原田　　海（羽衣学園・大阪）
３位 島谷　尚季（幕張総合・千葉）
４位 大高　伽弥（盈進学園東野・埼玉）
５位 久貝　悠太（京都学園・京都）
６位 渡邉　海人（伊奈学園総合・埼玉）
７位 豊田　将史（野田学園・山口）
８位 野村真一郎（東洋大牛久・茨城）

団体男子
１位 久喜工業（埼玉）
２位 防府（山口）
３位 浜松日体（静岡）
４位 遠軽（北海道）
５位 大村（長崎）
６位 千城台（千葉）

個人女子
１位 坂井　絢音（山村学園・埼玉）
２位 義村　　萌（津東・三重）
３位 野中　生萌（日出・東京）
４位 錦織　美里（広島井口・広島）
５位 中村祐香梨（浜松日体・静岡）
６位 大場　美和（光ヶ丘女子・愛知）
７位 山下　真由（安芸・広島）
８位 木下　　茜（佐世保東翔・長崎）

団体女子
１位 浜松日体（静岡）
２位 佐世保東翔（長崎）
３位 多久（佐賀）
４位 大村（長崎）
５位 南光学園東北（宮城）
６位 洛東（京都）

波田悠貴選手

大会成績

〈御　礼〉
　この度の第５回全国高等学校選抜クライミング選手権大会の開催にあたりましては、
地元加須市はじめ特別協賛社、協賛各社、関係諸機関には大変お世話になりました。
また、観戦にご来場いただいた多くの方々、ありがとうございました。深甚より御礼申
し上げます。
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　イタリアＣＡＡＩ（Club�Alpino�Accademico�Italiano）

の主催する「Trad�Climbing�Meeting�2014」に、日本山

岳協会からの派遣という形で参加したので、その活動

内容、登攀ルート、雑感などについて報告する。

��「Trad�Climbing�Meeting」は2010年に始まり今年で

３回目を迎える�ＣＡＡＩ�主催のクライマー交流会であ

る。世界各国から男女各１名のクライマーを招集して

おり、日本からは初参加となる。

�1．期　日 
　2014年９月14日（日）～20日（日）の８日間

2．場　所
　イタリア北西部ピエモンテ州のチェレゾーレ・レ

アーレ（Ceresole�Reale）の街のOrcoValleyの岩場で開

催された。チェレゾーレ・レアーレは、トリノの北、ミ

ラノの西に位置する。

　OrcoValleyはグランパラディーゾ国立公園内にあ

り、谷の両側沿いに大小39もの岩場がある。それぞ

れが駐車場から徒歩５～ 20分程度のアプローチに恵

まれた場所にある。西ヨーロッパ・アルプスでは花崗

岩のクラック・クライミングで有名なところであり、

Sergent、Caporal等では３～６ピッチ、長いもので９

ピッチ程度のクラックやスラブのマルチピッチルート

がある。また、シングルピッチのスポーツクライミング

のルートもあれば、ボルダリングできる岩場も多数あ

る。

　チェレゾーレ・レアーレは、クロスカントリースキー

のコースがあり、別荘地のようなところである。ホテル

やレストラン、置物などを扱うお土産物屋はあるが、山

道具店など買い物には不便なところだ。

3．参加者

　参加者は、21ヶ国から男女合わせてのべ48名が世

界各国（ヨーロッパを中心）から集まった。また、各国

２名、出来れば男女を望むという条件だったが、オラン

ダやイスラエルは５名、チェコは４名のように多数参

加した国もあった。また、正確にはわからないが女性は

７名、参加者の年齢は、下は20歳、上は60歳くらいま

での人がいた。ヨーロッパからの参加が多く、現在はド

イツで働いているイラン人、ノルウエーで働くブラジ

ル人など、近隣に在住する人を選んでいたのかもしれ

ない。ほか遠方ではブラジルやニュージーランドなど

で、アメリカからの参加はなかった。自分が、アジアか

ら唯一の参加であった。

　募集要項に少なくとも５.10、6b（5.10b ～ 10cくら

い）を登れることという条件があった。イギリスから来

たAndi�Turner（アンディ）のようにボリエールからの

サポートを受けているようなクライマーもいたが、一

方でブラジルやイスラエルにはクラックがないと言っ

ていたし、その技量は千差万別のようだった。なかに

は、もっぱらエイドを行うクライマーも参加していた。

これらの参加者（ゲスト）にイタリア人ホストが総勢

19名おり、ゲスト全員が毎日参加するわけではないの

で、各日４～５人に一人ずつ案内役としてホストがつ

いた。

4．活動概略
　9／ 13�11:40、成田発アリタリア航空の直行便でミ

ラノのマルペンサ国際空港に同日17：30着。値段は

少々高くなったが、直行便を選んだ。体が楽なのと現

地で迎えに来てもらうのにトランジット等で遅れた場

合、電話で説明するのが大変だと思ったからだ。あら

かじめ駅に集合と聞いていたが、看板に従って進み、

トラッドクライミングミーティング2014
東京都山岳連盟・わらじの仲間　須田忠明

（その１）

観光地のニボレット峠 宿舎前の参加メンバーとホスト
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すぐに場所はわかった。主催者のＭａｕｒｏ（マウロ）

が迎えに来ており、数時間前に到着していたイギリス

のアンディとウイルと４人でマウロの車で宿舎に向か

う。夜間でスピードを出したこともあり、２時間余りで

到着した。

　以下はミーティング中にクライミングを行った岩場

の名称等

9／ 14� �Col�dell�Nivolettへヒッチハイクで行き、周

辺ハイキング、夕方プレゼンテーション

9／ 15� Torr�de�Aimonin�（やさしいマルチの岩場）

9／ 16� �Sergeant�（メインの岩場の一つで、マルチも

多いが主にショートルートを登る）

9／ 17� 雨でミーティングは中止（レスト）

9／ 18� �雨でミーティングは中止（Boscoという岩場

でスポーツクライミング）

9／ 19� �雨でミーティングは中止（3000ｍの峠を越

えるハイキング）

9／ 20� �Dado�（比較的やさしく、好ルートのそろった

1ピッチの岩場）

9／ 21� �Sergeant（ミーティングは終了したが、半日

登ってトリノへ移動、宿泊）

9／ 22� �トリノからバスでミラノへ移動、マルペンサ

空港14：00発

9／ 23� 成田空港9：50着で帰国

○受付について
　９月14日誓約書にサインし、100ユーロを支払う

と、Quechuaのベスト、オレンジ色の綿Ｔシャツ、グリ

ベルのワイヤーカラビナ１枚、ボールペン、夕食のチ

ケット（毎晩レストランでホストが回収）等を受け取る。

事前に到着している人もおり、今日から登りに行く人

もいたが、マウロの勧めもありレストを兼ねてヒッチ

ハイクでニボレット峠へ向かう。幸いすぐに車に乗せ

てもらい、ニボレット峠まで到着。周辺を１時間ほどハ

イキングした。道は行き止まりだがバイクやサイクリ

ングの人に有名なところのようで、多くの二輪車を見

た。ジグザグの道を登りきると、湖が二つ並んで見え、

とても美しい。帰りはなかなかヒッチハイクに成功せ

ず、30分以上歩いた。

　夕方からRefugio　Millaにおいて、ちょうど開催

されていた小学生のクライミングスクール生に対し、

トラッドクライミングミーティングの紹介スライド

ショーが実施された。その後、宿舎前のレストランに

車で移動し、夕食と歓迎会。改めて個々人が自己紹介

をするようなことはなかった。

○トポについて
� �「Valle�dell’�Orco」というカラー版の詳しいトポがあ

る。日本では手に入らず、現地のツーリストオフィスで

29.5ユーロで入手した。町の中心部の本屋でも売って

いた。実は出発する１週間前まで行先をArco（アルコ）

だと勘違いし、そのトポを手に入れていた。

○宿泊施設（ミーティングハウス）について
　irenという近くのダムで発電をしている会社所有の

保養所のようなところ。４階建で、自分はイスラエルか

ら参加のNoan（ノアン）と２階の部屋で、Wベットひ

とつ、シャワー（狭い）、トイレ、洗面所、流し台、電気

コンロ、小さな冷蔵庫が付いている。部屋の大きさは、

各種あるようだ。コンセント変換プラグを持参したの

で、パソコンやカメラの充電は可能。電話や無線ＬＡ

Ｎはない。徒歩５分のツーリストオフィスやその近く

のレストランにFree�Wifiがあり、そこからネット接続

が可能。

○気候について
　標高1500mの高地にあり、朝晩はそれなりに冷え

る。薄手のダウンジャケットを着る人もいたが、シャツ

とフリースジャケットくらいでだいたい過ごせる。日

中日が当たる場所でクライミングするのは、Ｔシャツ

１枚で十分くらい。降雨で緩和されたが、空気は乾燥

している。日没は遅く19時前まで明るく、夜明けは６

時半くらいだった。

○装備について
　各自シングルロープ1本、ハーフロープ1本、カム1

セット、ナッツ1セット、スリング、ジャミンググロー

ブかテーピングを用意するように案内には記載され

ていた。長いルートもあるので、60mロープが有効。

ロープはグループで共有するので、必ずしも２本なく

ても可。カムはキャメロットC4の0.3から２番までを

２セット、３から６までを１セット持参した。３を借り

ることはあり、６を使うことはなかった。シュラフも必

要装備に入っていたが、使うことはなかった。その他、

タオルなどの日用生活用具。� （つづく）
Sergentの岩場全景
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　平成26年度東北総合体育大会山岳競技ブロック会

議・（公社）日本山岳協会競技部ブロック別研修会が、

平成26年11月29日（土）と30日（日）岩手県山岳協

会が幹事県となって、盛岡市内のホテルで開催されま

した。会議には、東北六県各岳連（協会）会長等16名

が出席、ブロック別研修会には、競技運営員研修講師

として（公社）日本山岳協会競技部競技運営委員長西

原斗司男氏、Ｃ級審判員研修講師として同競技運営常

任委員佐原晴人氏が遠路来て頂き、東北六県から運営

員研修には、19名、C級審判員研修には、22が受講し、

熱心に研修しました。東北総体山岳競技ブロック会議

の様子を報告します。

　会議は、岩手県山岳協会高橋会長が進行役を務め進

行。

（1）日山協理事会報告
　日山協は、今年は赤字決算とならないよう適切な予

算執行に留意するよう指摘があった。

（2）第 41 回東北総合体育大会山岳競技開催結果報告
①個人表彰の規定がないのに表彰し、表彰することに

なっている種別総合表彰がなされなかったことから

平成27年度からは、競技開催要項に基づき表彰する

こととする。

②ボルダリング競技の終了前に、一部仮設競技施設の

撤収が始まったが、競技終了後に行うよう徹底する。

③競技役員の服装、履物が一部不適切である。役員は

選手の手本になるべき。日山協競技規則への明記の

必要性の検討。

④競技エリアへの関係者以外の立入り禁止の徹底を図

る。

⑤主任審判員の役割の明確化を図ること。

⑥セッターの運営面への関与がないよう事前に調整す

る。

⑦今年の東北総体の成年女子の青森、秋田の順位に間

違いがあった。国体成年女子リードで愛媛の集計ミ

スがあり岩手と愛媛の順位に影響がでた。成績は、

間違いでは済まないのでチェックの徹底が必要。

（3 ）平成 27 年度開催の第 42 回東北総合体育大会山岳
競技について

　今回決定の開催要項に基づき岩手県で開催する。運

営については、原則的に（公社）日本山岳協会国体山岳

競技規則等に準じて開催する。従って、審判員と競技

運営員の業務分担を（公社）日本山岳協会国体山岳競

技規則等に準じて実施する。審判は、ジャッジに専念、

アイソレーションからコールゾーン等の運営は、運営

員とする。なお、平成28年度以降も、原則として同様

の措置とするが、開催県の審判員、競技運営員の有資

格者等体制についても配慮する。

（4）御嶽山の噴火と登山者への啓蒙について
　東北ブロック各県の動きについての情報交換を行っ

た。①.登山届の励行。②ヘルメット持参の山行、山小

屋へのヘルメット常備。③火山性微動情報があるとき

は、登山者に登山の自粛を呼びかける。④シェルター

化した山小屋・避難小屋の設置。等ついては、その必

要性の共通認識に立ち、各県で其々状況を見定めなが

ら対応して行くこととする。なお、関連して各県から下

記の意見が出された。

・登山届については、実効性を確保できるものの検討。

入山届の提出の啓蒙（山菜取り、ハイキングでの入

山者にも対応したもの）。日山協、所轄警察本部ホー

ムページを利用した届出の呼びかけ。関係する遭対

委員会を通じた啓蒙、所属山岳会、家族、友人へ連絡

の徹底の呼びかけ。

（5 ）平成 27 年度開催の第 54 回全日本登山体育大会宮
城大会について

　近県開催でもあり、東北ブロックにおいて大会成功

に向けて、各県５人以上の参加を呼びかけていく。サ

ポート要請についてもできる限り協力していくことを

確認。

（6 ）今年度で任期満了となる日山協理事の平成 27・
28 年度東北ブロック代表理事の推薦について

　斉藤喜代志氏（秋田県山岳連盟会長・日山協正会員）

の推薦を満場一致で決定。

平成26年度
東北総合体育大会山岳競技ブロック会議・日山協競技部ブロック別研修会を盛岡で開催
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（7 ）日山協組織の三部制移行に伴う各岳連（協会）の組
織改編に伴う、各県の対応や競技登山と岳連（協会）
運営について

・県内の他団体での不祥事の発生で、事故への法的対

応のため法人化への移行指導が県内上部団体からあ

る。（青森）

・日山協の三部制の定着を待って検討したい。公益事

業により会員のみの共益事業から一般県民対象の公

益事業への取組に伴う事故対応等事業の拡大やス

ポーツクライミング、一般登山者対応等活動方針の

再検討の必要がある。（岩手）

・部制等すでに日山協に対応した改正をすでに行った。

（山形）

・会員の高齢化、若年層の組織離れ等所属団体、支部の

強化が喫緊の課題。（福島）

◎競技登山と岳連（協会）運営について
・競技登山は、割切って取組む必要がある。トレランが

組織化志向にある（青森）。

・選手登録制度導入により、組織未加入選手の登録、県

大会出場の取り扱いで苦慮（岩手）。

・岳連個人会員は、スポーツクライミングの愛好者が

中心（秋田）。

・岳連加盟と選手登録の在り方の検討（宮城）。

・選手のWeb登録で混乱をきたした。大会運営は、福

島県フリークライミング協会に依頼（福島）。

（8）（公社）日本山岳協会の参与制度について
　制度の歴史的背景と今後の参与制度の展望と位置づ

けの検討が必要。

（9）その他
①日山協登山月報について

・東北ブロック会議の内容についても、登山月報に掲

載してほしい。

・結果の報告、国際会議、国際大会報告が中心、寄贈図

書欄は必要があるのか。

・編集者は、原稿が集まらなくて苦労している。内容の

充実に協力していく必要がある。

②中高年安全登山指導者講習会（青森県岳連）定員50

名に対して48名参加で盛会裏に終了。

③広島山岳平和祭（11月22日～ 23日広島市で開催）

300人を超える参加者で大成功に終了した。東北ブ

ロック参加（岩手１、山形８、福島１）

④平成27年度の東北ブロック全国行事の確認

・第54回全日本登山体育大会宮城大会�

　10月９日（金）～11日（日）宮城県栗駒山

・全国自然保護委員会総会　福島県に開催打診あり。

決定の場合10月から11月の間で開催予定。

⑤平成27年度の東北ブロック行事確認

・東北地区六県協議会

　５月16日（土）～17日（日）（山形岳連）

・東北総体７月24日（金）～26日（日）（岩手県山協）

・東北ブロック会議

　11月28日（土）～29日（日）（青森岳連）

（記　岩手県山岳協会長　高橋時夫）

	 	

なすかし雪遊び隊2015
みんなあつまれ

！

小学生の雪遊びイベントを１泊２日で開催します。

期　日	 平成27年３月27日（金）～28（土）
場　所	 国立那須甲子青少年自然の家
内　容	 	かまくら作り，スノーシュー体験，
	 そり遊び，動物の足跡さがし，雪上ゲーム，
	 お楽しみ会など
募　集	 小学１年生～４年生	20名（先着順）
参加費	 １人4,000円（保険料，宿泊食事１泊４食）

《申込み》　日山協事務局
FAX：03-3481-2395
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第 74回 Mountain World

ネパールのアルパインクライミング

池田常道

　ネパール・ヒマラヤでは、高峰登山が一段落する10

月中旬から11月にかけて6000ｍ峰のアルパインクラ

イミングが盛んになる。この時季は好天が持続し、適

度な寒気で壁の氷結状態もよくなるからだ。その傾向

は今季も続き、ロルワーリン・ヒマールを中心に以下

の初登攀が記録された。

＊

　アメリカのアラン・ルソーとティモ・ヴィラヌーヴァ

は７週間の滞在で、合計2700ｍのハードピッチを登っ

た。最初に取付いたのはパチェルモ（6275ｍ）の西壁。

標高差1200ｍの壁は、ルソーによると「締まった氷雪

壁とウォーターアイスのガリー、固い花崗岩壁」から成

るが、上部では傾斜60度の雪壁で、ときおり首までも

ぐる深雪のラッセルを強いられたという。10月31日、

12時間を要して、暗くなってから登りきった二人は、

強風のなか、通常ルートの北稜を下って真夜中にBCま

で帰った。

　その後彼らは、主目標のテンギ・ラギ・タウ（6938ｍ）

西壁に向かった。高さ１マイルに及ぶ未踏の壁である。

チリ雪崩の落ちるなか、薄く氷の張り付いた壁を6200

ｍまで登ってビバーク。翌日、日没まで数時間を残し

てビバークを予定していた場所に着いたが、残念なが

ら、そこは落石・落氷にまったく無防備な場所だった。

明らかな危険にさらされて一夜を過ごすわけにもいか

ず、結局25回の懸垂下降を繰り返し、８時間かけて基

部に降り立った。

　この二人は2012年11月に初めてロルワーリンを訪

れ、600ｍに及ぶM4の登攀で5766ｍ峰に登頂、ラン

グモチェ・リ（約6600ｍ）北西稜も登っている。その後、

テンギ・ラギ・タウ北稜を試みたが、強風と寒気のた

め中止していた。

＊

　アメリカのサム・ヘネシーとスロヴェニアのドメン・

カステリッチはチュキマゴ（6258ｍ）西壁を初登攀し

た。３日間壁を観察した二人は、トレッキング・ピーク

のヤルン・リ（5647ｍ）に登って高所順応、10月中旬

以降数日間の好天が訪れるという予報を得て、西壁に

取付いた。ルートは標高差900ｍある壁の左寄りに採

る。出だしでは深い雪に悩まされたが、中間部は良好

な氷とミックス壁にめぐまれた。上部では新雪のため

登攀スピードが鈍ったものの、日暮れ前に北稜に抜け

出してテントを張ることができた。ここから頂上まで

は鋭いリッジが続き、短い区間にたっぷり３時間を要

した。テントに戻って登路を下った二人は、その日のう

ちにキャンプまで帰った。グレードはM4、60度。

　チュキマゴは2002年に解禁リストに載ったが、観光

省の担当者は二人に、これは未踏峰であると説明した。

従来、1952年のスコットランド隊（トム・マッキノン

隊長）によって登られたとされてきたが、それはチュキ

マゴではなく5794ｍ峰だったらしい。70年代に何回

か試みられ、西ドイツ隊が北稜から頂上まで200ｍに

迫った記録がある。ただし、この山の位置を考えると、

他にも隠れた記録があっても不思議ではない。なお、

マッキノン隊は他にラムドゥン（5925ｍ）とヤルン・

リに登ったが、後者は北峰に立っただけだったようだ。

＊

　スペインのオリオル・バロとパウラ・アレグレは、

チュキマゴの西にある前衛峰（チュキマ・チック、約

5950ｍ）に登ってルートをインフレティ（700ｍ、Ｔ

Ｄ－）と命名した。二人は10月31日にチェキゴ（6257

ｍ）南壁の左手から標高差1200ｍに及ぶラインも試

みたが、数百ｍ登ったところで断念した。

　同じスペインのマニュ・コルドバ、ジョルディ・コ

ロミナス、ジョナタン・ララニャガのトリオは、11月

にチュキマ・チックを登って高所順応してからチェ

キゴに向かい、バロとアレグレの試みたものよりダイ

レクトなラインを初登攀してシヴァ（1200ｍ、AI5、

M6）と名付けた。

　ルートの前半部は巨大なセラックの下をたどり、コ

ルドバによれば、プロテクションの取りにくいM5が

第一の核心、第二、第三のそれは困難なアルパインア

イスの登攀だったという。標高6000ｍを超えるとM6

のミックスが続き、不安定な新雪が降り積もった最後

300ｍの稜線となる。尾根筋を外れないよう、雪の中

をもがきながら進み、頂上に達した。取付いてから22

時間で標高差1200ｍを登りきった

＊

《速報》　前号でお知らせしたデニス・ウルブコの冬季
K2北東稜挑戦は昨年末にご破算になった。新疆ウイグ

ル登山協会が許可を出し渋ったためだという。
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すく反転した場合ロックが解除してしまう事を実際

に検証してみた。

・�オートブロック式ムンターヒッチのセッティングと解除

　Climbing誌に掲載された「オート・ブロッキング・

ムンター」と（一社）日本アルパインガイド協会のガイ

ドマニュアルに記載されている「デミ・キャブスタン・

オートブロック」の2通りの方法がありそれらのセッ

ティングと解除方法を検証。

・Ｗロープでのゼロピンの通し方（１本か２本か？）

　ゼロピンには1本のロープを通すケースが多いと思

われるが、思わぬ落とし穴があるので注意したい。

　トップが１ピンに１本のロープをセットしようと、

ゼロピンに通したロープを手繰り寄せた時に墜落した

場合、ゼロピンシステムが機能しなくなることをデモ

にて確認。

北から南から ブロック便り

第２回近畿地区岳連合同登山技術研修会

　11月９日（日）、神戸登山研修所に於いて近畿地区

山岳連盟合同登山技術研修会が開催されました。一昨

年、近畿地区山岳連盟合同会議にて各委員会（指導、

遭対等）で行っている講習会に於いて技術、用語、講

習手順等に違いが有るのでそれを統一しようという主

旨で研修会が実施され、今回が２回目となる。近畿地

区各岳連をはじめ技術や知識の共有を図る目的から勤

労者山岳連盟にも呼びかけ、今年は大阪岳連が主管で、

滋賀岳連５名、京都岳連２名、兵庫岳連６名、兵庫労

山３名、大阪労山４名、大阪岳連14名、日山協から

西内登山部長の計35名が参加。

　９時30分より開始。まず主管を代表して大阪岳

連の中村会長が挨拶。続いて日山協の西内登山部長

から日山協の公益法人化に伴う今後の組織編制、登

山部の目的、一般登山者向けの登山者教育、UIAA�

STRANDARDの認定取得、登山技術の研究・検証・普及、

山岳環境の保全などの説明とこれらの現在の進捗状況

が報告された。当初、参加者にどれだけ理解してもら

えるか心配していたが、参加者からは「日山協の現状

が良く分かった。」、「日山協の本当の意味での改革に

期待する。」、「西内登山部長の熱意に感動した。」、「頑

張って下さい。」といった意見が寄せられ我 「々地方」

の者にとっては遠いところでの動きで有ったものが身

近に感じられ、また日山協に対しても「地方からも注

目している」事が発信できたのではと思います。

　午後からは実技を本来、屋外の人工壁で行う予定で

あったが雨の為室内で行う事になった。ここからは大

阪府山岳連盟技術委員会岩田委員長が進行役を務め

た。

・クローブヒッチでの固定分散

　固定分散を作る方法としては、スリングをエイト

ノット／オーバーハンドノットで結ぶ。別のスリング

で締め付ける。クローブヒッチで結ぶ。などの方法が

用いられていますが、今回はクローブヒッチで結ぶ方

法を検証してみた。

・セルフブレーキ機能付きビレーディバイスの問題点

　雪稜登攀や沢登りでは、8.9mm以下のロープをシ

ングルで使用していることが多いが使用範囲内であっ

ても、ロープ径が小さいと食い込み、反転が起こりや

新
連
載

オート・ブロッキング・ムンター
（ロードストランドにカラビナをセット）

デミ・キャブスタン・オートブロック
（ロードストランド/ブレーキストランド両方にカラビナをセット）

近　畿ブロック
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　以上に付いて最初にデモを行って紹介し、その後６

班に分かれてそれぞれ検証が実施された。詳細に付い

てはここでは触れないが詳しくは大阪府山岳連盟ＨＰ

にてご覧ください。

　15時30分から質疑応答とまとめに入り第３回は京

都岳連が主管で実施する事が確認された。今後も近畿

地区ではこの研修会を継続して実施し、指導、遭対等

における講習内容の統一を図ると同時に勤労者山岳連

盟等とも新しい技術や知識の共有を図って行きたいと

思います。

　最後に日山協の西内登山部長には遠路わざわざお越

し頂き、また兵庫県山岳連盟の皆様には研修所借用に

対し多大なるご便宜を図って頂き改めてお礼を申し上

げます。ありがとうございました。

（大阪府山岳連盟遭難対策委員長　石田英行）

平成26年度近畿地区岳連総合会議に参加して
副会長　八木原　圀明

　年末は様々な行事が重なり、役員は手分けをしての

出席・参加の調整が必要となる。今年は12月６日の

土曜日に日本山岳会の年次晩餐会、日本ネパール協会

創立50周年記念祝賀会、本協会の近畿地区岳連総合

会議と重なる。

　神﨑会長が日本山岳会へ、尾形専務理事が日本ネ

パール協会へ。近畿地区へは昨年は佐藤旺副会長が出

席しているとなると今回は私の順番。覚悟を決めての

出席である。５日夜は日本勤労者山岳連盟の望年会に

参加する。

　京都駅で城隆嗣日山協顧問に迎えて頂き、滋賀県

大津市の「げんき村宿泊棟（旧比良山岳センター）」へ。

新幹線でも名古屋・京都間では吹き降りであったが、

琵琶湖を見下ろす会場も雪であった。

　近畿地区山岳連盟会長の日山協國松嘉仲副会長は体

調不良で急遽欠席となる。

　近畿地区岳連からの私への要望は「日本山岳協会の

現状と公益法人への移行や将来に向けての展望等」を

話せ、とのこと。

　近畿地区岳連の活動は非常に活発である。会長、副

会長、理事長などの岳連役員と各専門委員長が集まる

総合会議は年に１度、役員会は年数回行われ様々な問

題を処理しているが、今回は６日、７日の２日間で目

的は以下。

�「近年の登山界を取り巻く急激な環境変化の中、早急

に改善・調整すべき点が多少生じております。この現

状を踏まえ、理事会だけの運営でなく、各専門分野の

責任者にお集まり頂き、広く岳連相互の情報や意見交

換を行い、時代の変遷に的確に対応し未来に向かって

岳連のあるべき姿を検討する事を目的にして」総合会

議を開催するという。

　今回はいよいよ来年に迫った和歌山国体へのブロッ

クとしての対応が喫緊の課題である。和歌山岳連は高

体連を入れて10団体という組織である。

　６日午後１時開始。全体会議で各岳連の活動状況を

報告し、提出議題の説明を行う。

　今年は「山の日」が制定され、2016（平成28）年か

らの実施はあったが、御岳での火山噴火による大量遭

難もあり、それも後押ししてか、遭難防止のために登

山届の条例化など風当りも強いなどの話題も。

　日山協への要望はいろいろあるが、「最近の登山月

報の第１面はいつもスポーツクライミングである。違

う話題もトップで扱って欲しい」と言う物もあった。

　その後理事会、専門委員会毎に分かれるが、私は理

事会に参加する。どこのブロックも同様な問題を抱え

ているが、ブロックの意見は反映する必要がある。後

日ブロックとしての詳細報告、問題提起をして欲しい。

　日山協は同じ悩みや課題を抱える47都道府県と高

体連登山専門部の集合体です。それら全組織の先頭に

立って課題解決に立ち向かわなくてはならないが、日

本中の現場で苦労している会員の皆さんが１番良く

知っているはずである。建設的なアイディアや意見が

欲しい。特効薬、即効薬が見つからないために皆の苦

労が続いている。

　日山協の山岳保険の値段についても少し高いのでは

無いか？　と言う意見もあったがこれには「保証内容

を他の山岳保険とよく比較すれば、我々日山協の保険

が１番良いことは理解を得られるはず。自信を持って

会員（外にも）に勧めて欲しい」と答える。

　共済会員、保

険加入者が６万

人、８万人、10

万人となれば保

険料も下がり、

収入も増え、活

動の幅も広が

り、岳連、協会

の活性化も促せ

る。

　会員増を願

い、高齢者組織

からの脱却つま
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出 席 者　神﨑会長、尾形専務理事、笹生国際委員、
� 青山遭対委員（発表時）

傍 聴 席　坂口・国澤・田中各顧問、八木原副会長、
� 佐藤副会長、青木常務理事、京オ広島岳連会長、

� 山田広島岳連理事長、中村大阪府岳連会長、

� 佐伯国際委員

スタッフ　広島県山岳連盟の多くの皆さん
日 　 程　2014年11月25日
場 　 所　広島アステールプラザ4F大会議室
主 　 管　（公社）日本山岳協会

　本年はＵＡＡＡ創立20周年ということで歓迎パー

ティ、祝賀会、自然保護フォーラム、そして広島開催と

いうことで山岳平和祭も含めて行った。概要は前号に

書いたとおりである。ここでは総会のみについて述べ

る。

　今回は1団体で10名近く代表団を送ってくれた国

もメインテーブルには各団体3名までを基準に参加し

て頂き、後は傍聴席に座って頂いた。本来はＵＡＡＡ

会員ではないが、ＡＦＳＣ（Asian�Federation�of�Sport�

Climbing）の代表者やカンボジアの代表者、ネパール

観光省の役人、そしてUIAA-MCのLucia�Foppoliの方々

にもメインテーブルに座って頂いた。

1．事前処理
　活動報告については例年通りＵＡＡＡ事務局に送っ

ておいた。また、記念誌作成ということで各団体に２

ページ限定で過去10年間の活動報告を出して頂き、１

冊の本にするつもりであったが、提出していない団体

もあり、今回の席での催促になった。

2．参加国・団体
　日本（ＪＭＡ及びＪＷＡＦ／日本勤労者山岳連盟）の

他、ＫＡＣ（キルギス山岳会）、ＣＴＡＡ（中華台北山岳

協会）及びＣＴＭＡ（中華台北健行山岳会）、ＡＣＭ（モ

ンゴルアルパインクラブ）、ＣＭＡ（中国登山協会）、Ｃ

ＨＫＭＣＵ（中国香港攀山及攀登総会）、ＫＡＦ（韓国

山岳協会）及びＣＡＣ（韓国山岳会）、ＡＣＰ（パキスタ

ン山岳会）、ＩＭＦ（インド登山財団）、ＮＭＡ（ネパー

ル山岳協会）の９か国・地域13団体である。ＩＭＳＣ

Ｆ（イラン山岳・登攀連盟）は来日直前の急用、ＭＣＦ

ＲＫ（カザフスタン山岳登攀連盟）は来日直前の事故で

参加出来なかった。

3．議　事
3-1．開催に当たって
⑴ヒマラヤ等で亡くなられた方に対して黙とう

⑵開催国神﨑会長の挨拶

　アジアと言っても東の端、日本の広島で開催された

ことに深く感謝します。参加された多くの団体、ＵＩＡ

ＡのFrits会長に厚く御礼申し上げます。20周年記念

総会ではありますが、これからの20年も大事です。Ｊ

ＭＡの参加者を紹介します。（参加者については前述）

⑶ゲストであるＵＩＡＡ会長の挨拶

　クライマーの皆さん、ご招待頂き有難う。ＵＡＡＡ

20周年おめでとうございます。組織的にもしっかりし

ています。フレンドシップ有難う。（短いメッセージで

あった。）

⑷主催者であるＵＡＡＡ会長の挨拶

　昨夜は楽しめましたか？　ＵＡＡＡはファミリーで

す。1994年に創立されました。新メンバーを迎えさら

に発展させていきましょう。ＪＭＡ神﨑会長、有難う。

ＵＩＡＡのFrits会長有難う。すべてのスタッフのみな

さん有難う。

⑸定足数の確認

　Frits会長、UIAA-MCのLucia�Foppoliにも出席頂い

ている。定足数に達している。

⑹参加者各自の自己紹介

　議長の発言により各自、自己紹介を行った。

⑺本日の議題についての追加があるか

2014 ＵＡＡＡ総会（広島）報告

り若い登山者の勧誘、取り込みなどは社会の変化を逃

げ口上にせずに積極的に取り組まなくてはならない、

等は共通認識であるがうまい手立てが見つからないの

が現実である。自然保護も遭難対策も行政との連携が

有効である等々の実践報告があった。

　近畿ブロックの益々の活発な活動に期待したい。お

世話をお掛けしました。有り難うございました。
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　ＮＭＡから2016年の開催についても議事に入れて

ほしい、ということで「次回開催」の項目に追加した。

⑻６月に開催された理事会の議事録に変更があるか

　一度香港からメールで送られてきたものに対して一

部訂正したものをお見せしたが、特に追加訂正なしと

なる。

3-2．20 周年記念関連アイテム
⑴UAAA-WebについてReview

　Log-in�することでGroup�officeの内容を見ることが

できる。ＩＤは各federationの名前でPassはＵＡＡＡ

創立月日1104である。各種データを見ることができ

る。

⑵20周年記念誌について

　ＪＭＡが発言した。先の理事会でも、またメールでも

依頼しているように各団体の活動を２ページで纏めて

ほしい、そうすることによってページを開けば両サイ

ドでいっぺんに活動内容がわかる、というものである。

しかし団体によっては４ページ、８ページ等多く書い

てきている。２ページにして２週間以内に提出してほ

しいと提案、すべての団体で了承した。

⑶ＵＡＡＡの歴史

　特にWebに過去の活動の写真、文書を掲載したい。

是非送ってほしいとのこと。また、10年前に作成した

10周年記念誌の内容紹介をWebで行った。

3-3．各団体の活動報告
　ＪＭＡから始まり着席順に活動報告のプレゼンが

あった。詳細は省略する。主な内容として、パキスタン

ではトレッカーから不法に料金を請求している者がお

り、政府の目が届いていないケースがある。注意して

ほしい。ネパールではツアー客が増加するとシェルパ

やポーターに仕事が回り、さらにその周辺の人たちも

仕事にありつける。

3-4．会計報告
　ＣＴＭＡのHank氏から収入、支出についての説明が

あった。

3-5. 日中韓・合同研修報告（ビデオ）
　今年の９月に谷川岳で行ったレスキュートレーニン

グの実技の紹介を動画で行った。

3-6．メンバーシップ
⑴モンゴルアルパインクラブ

　モンゴルアルパインクラブは前回の理事会で国家保

証書を持ってくることが条件になっていたが、今回は

スポーツ省の保証書を持参しており、晴れてＵＡＡＡ

会員となる。

⑵バングラデシュ山岳連盟

　これは前回の理事会では承認されており、本総会で

正式に会員となる。

⑶ノボシビルスク山岳連盟

　キルギスの推薦、今回はＶＩＳＡが間に合わなかっ

た。ロシア山岳連盟の翼下ではない。会員は両方に

入っている場合がある。来年キルギスの理事会に来て

もらい、それからの判断となる。ＪＭＡ小野寺から、Ｖ

ＩＳＡ申請が必要な国は期限が過ぎてからではなく早

めに依頼するように、とリクエストがあった。

⑷カンボジアクライミング連盟

　神﨑会長から、カンボジアのような経済的に余裕の

ない国でもＵＡＡＡが支援し、今回はオブザーバでも

よいが、やがてＵＡＡＡの会員として活動できるよう

にしたい。前者と同様に次回理事会で検討しましょう、

となった。

3-7．ＵＡＡＡ合同遠征
　ＮＭＡは昨年２回も募集したが、応募はたった１人、

また１人は質問のみで、さっぱりであった。観光省から

も是非来てくれるように依頼があった。エリアはムス

タンで価格も高いし、もっと安くすれば集まるのでは

ないか、2010年のパルドール遠征のときは日本をはじ

め沢山の人が来てくれた。何とか実践しましょう。

3-8．ＵＩＡＡトレーニング・スタンダード
　ＵＩＡＡ登山委員会委員である遭対副委員長の青山

氏から、ＵＩＡＡの資料と自分の資料を交えての紹介

があった。これに対してＮＭＡからは2011年から取り

入れて行っていること、ガイド協会等も同様のコース

を採用しているなどの説明があった。来年４月には関

西でＵＩＡＡ登山委員会が開催されることになってお

り、とにかく関心を持って採用方向にしましょう、とい

うことになった。

3-9．次回開催の会議について
　来年の理事会はキルギスのビシュケクで開催予定。

日程は5/27 ～一週間程度とのことであったが、5/29

はエベレスト初登頂日であることから延期しましょう

との事。
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平成26年度12月（26年12月）
常務理事会・連絡部会報告

日　時　平成26年12月11日（木）
　◯常務理事会� ：17時40分～19時
　◯連絡部会� ：19時～20時30分
場　所　岸記念体育会館103会議室
出席者
○常務理事会　神﨑会長、八木原・佐
藤副会長、尾形専務理事、小野寺、
西内、仙石、森下、京オ、水島、瀧
本各常務理事、中畠監事

　欠席者　國松副会長・青木常務理事
（理事13名11名出席）
○連絡部会　相良理事、澤田、石倉各
委員長

　欠席者：増山理事、西原・山本・北
山・角田各委員長

１．議　事
⑴平成26年度11月常務理事会議事録
の承認について（承認）

⑵平成26年度第３回理事会議事録の
承認について（承認）

　（中畠監事から議事録を纏めたら先
ず、常務理事に確認して頂き、その
後に議事録を議事録署名人に送って
はどうか、との提案があった。）

⑶新春懇談会特別表彰の候補者推薦の
承認について（以下の表彰候補者が
承認された。）

　佐々木義宗（秋田）、吉田弘司（宮城）、
齋藤長作（群馬）、大曽根弘（神奈川）、
関孝治（福井）、中西研一（兵庫）、亀
田行宣・西原斗司男・雨宮節（以上
3名指導委推）、南砺市・小林幸一郎・
野口啓代（以上競技部推薦）

⑷第４回日本山岳グランプリの承認に

ついて（選考委員会で審議決定した
大西保氏を承認）

⑸第10回日本スポーツグランプリ候補
者の推薦について

　（２月５日の常務理事会までに候補
者の推薦を受け付けることにする）

⑹2015年日本代表選手の承認につい
て（選手強化委員会で審議決定した
以下の代表選手を承認）

・ボルダー女子Ｓ代表：野口啓代、野
中生萌

・ボルダー男子Ａ代表：藤井快、堀創、
杉本怜、楢崎智亜

・リード女子Ｓ代表：小林由佳
・リード女子Ａ代表：野口啓代、大田
理裟、尾上彩

・リード男子Ｓ代表：安間佐千
・リード男子Ａ代表：松島暁人、是永
敬一郎、島谷尚季

⑺アジア山岳連盟創立20周年特別表
彰の候補者推薦について

　坂口三郎、田中文男両氏の推薦を承認。
⑻オリンピック・プロジェクト・チーム
（仮称）の新設について
　12月８日～９日にモナコで開催され
たＩＯＣ臨時総会の決議事項を受け
てＩＦＳＣから本会に要請のあった、
スポーツクライミングの夏季五輪競
技種目化に向けたプロジェクト・チー
ムの発足を承認。メンバーの選任は、
会長に一任。

⑼報告
ア　会計月次報告
　相良理事より資料に基づき11月末
までの会計報告がなされた。

イ　アジア山岳連盟創立20周年記念
事業報告

　小野寺常務理事より資料に基づき一
連の事業報告がなされた。

ウ　平成27年度事業計画（案）及び予
算（案）の作成について

　尾形専務理事より１月９日までに提
出。予算編成会議は１月21日～22
日。予算書の様式、科目マニュアル
はデータで送付する旨の説明があっ
た。

エ　賛助会員（団体）の退会について
　11月20日付で株式会社米子製作所
が退会されたことが報告された。

２．役員等の派遣について
⑴山岳団体自然環境連絡会
　12月19日㈮　於：労山事務所
　石倉委員長、徳永・松隈副委員長
⑵全国スポーツ指導者連絡会議
　12月12日㈮　於：シダックスホー
ル　瀧本常務理事

⑶全国「山の日」連絡会議　12月12日
㈮　於：弘済会館　尾形専務理事

⑷日本ヒマラヤ協会華甲望年会
　12月13日㈯　於：主婦会館プラザ
エフ　神﨑会長

⑸指導常任委員研修会　12月13日㈯
～14日㈰　於：神奈川県山岳スポー
ツセンター　瀧本常務理事ほか

⑹中国ブロック競技部研修会
　12月13日㈯～14日㈰　於：鳥取　
山本委員長、滝内常任委員

⑺第３回加盟団体連絡会議兼ドーピン
グ防止研修会　12月19日㈮

　於：新大阪丸ビル別館　西原委員長
⑻第５回全国高等学校選抜クライミン
グ選手権大会　12月23日㈷～24
日㈬　於：加須市民体育館　神﨑会
長、八木原副会長、尾形専務理事、

　最終的には6/9～ 15日の間になりそうだ。総会は韓

国であり、ＵＩＡＡ総会も同時期に開催される。10/3

がＵＩＡＡ総会であり、その前か後ろかのどちらかに

なるとのこと。2016年の総会はネパールが立候補して

プレゼンを行った。（キルギスは帰国のため途中退場）

3-10．その他
⑴ＵＡＡＡの名誉あるメンバー推薦

　過去に会長経験した方を会議に招待して経験を聞い

たらどうか、アドバイスメンバーがいれば心強い。人選

はプロジェクトチームを作ったらどうか、その人選は

李会長に一任となる。

⑵ＵＡＡＡオフィスを永久的に設置したい

　ＵＡＡＡは韓国ＫＡＦサポート大なのでおひざ元の

ＫＡＦ内におくことで合意。

⑶ＡＦＳＣとの協業

　ＡＦＳＣ（Asian�Federation�Sport�Climbing）にアジ

ア17か国が加盟している。アジア大学選手権なども

行っている。先日印西で開催されたWCにIFSCの会長

のマルコも来て、いろいろと話し合った。オリンピック

種目になればＵＡＡＡでも体制を整えていきたい。

⑷ピオレドール・アジア

　ＵＡＡＡとして1000ドルのサポートを行った。

⑸広島宣言

　満場一致で採択された。文面は前号に掲載されてい

る。英文はＪＭＡ，ＵＡＡＡのＨＰに掲載されている。

自分の国の言葉に直してアピールしてほしい。ポカラ

の山岳博物館、寄せ書きと共に展示してほしい。

各自、発表の際には資料を持って来て要領よく話をし

てほしい。そして今問題になっている点についてもっ

と議論を深める場にしてほしい。

　最後のＵＩＡＡのFrits会長の挨拶は一言だけ、有難

うございました。ＵＡＡＡの李会長の挨拶として、ポカ

ラの博物館にはよい展示コーナーがあります。坂口さ

ん、神﨑さん、私が努力しました。ヒマラヤでのナンガ

でのアクシデント等あったが、このような事故は防ぎ

たいものである。皆さん有難う。� （記　小野寺斉）
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森下・青木常務理事、西原、山本、
北山各委員長

⑼国内ユース強化合宿　１月４日㈰～
７日㈬　於：静岡県浜松市　北山委員
長、小日向副委員長、中川事務局員

⑽国立登山研修所専門調査委員会
　１月８日㈭　於：日本スポーツ振興
センター本部会議室　尾形専務理事、
北村・増山理事

⑾アマチュアスポーツ新春懇親会
　１月12日（水）　於：ＮＨＫ本館22F
大会議室　神﨑会長、尾形専務理事

⑿平成26年度顧問・参与会
　１月17日㈯　於：アルカディア市ヶ
谷　神﨑会長ほか

⒀2015年新春懇談会
　１月17日㈯　於：アルカディア市ヶ
谷　神﨑会長ほか

⒁平成27年度中高年安全登山指導者
講習会引継会議

　１月18日㈰　於：アルカディア市ヶ
谷　神﨑会長、尾形専務理事、仙石・
瀧本・青木常務理事

⒂第２回火山防災対策推進ワーキング・
グループ　１月19日㈪　於：中央合
同庁舎第8号館　神﨑会長

⒃レスキュー講習会（積雪期・東部地区）
　１月23日㈮～25日㈰　於：谷川岳・
土合山の家　西内常務理事ほか

⒄関東ブロック競技部研修会
　１月24日㈯～25日㈰　於：埼玉県
　滝内、佐藤常任委員

⒅ＩＦＳＣ総会
　３月14日㈯　於：スイスBaden　
神﨑会長、小日向副委員長

３．後援、協賛等の依頼について
⑴「第23回比婆山国際スカイラン大会」
後援名義使用（広島県山岳連盟主催）
（回答済）
⑵「第15回全日本山岳スキー競技大会
兼第35回秋田県山岳スキー競技大
会」後援名義使用（秋田県山岳連盟
主催）（回答済）

４．専門委員会動静
　11月常務理事会以降
　（10月31日～12月10日）
【報　告】
⑴指導委員会
　11月10日㈪　出席者13名
ア　10月常任委員会議事録確認
イ　常務理事会報告（10/9、10/30）
ウ　第３回理事会報告（11/9）
エ　公認スポーツ指導員制度について
日体協のヒヤリング報告

オ　ＳＣ指導員養成講習会報告
カ　登攀技術研修会について（11/29
～30、岡山）

・研修会（19名）、上級指導員（６名）、
Ａ級主任（４名）、Ｂ級主任（１名）、
派遣講師（７名）

キ　安全登山実践講座について
・都岳連での開講日程について
・受講カードの図案について
ク　規約・規程集の改訂について
⑵国際委員会
　11月11日㈫　出席者９名

ア　海外登山懇談会の反省
・告知・宣伝、テーマ、運営について
イ　第53回海外登山技術研究会につ
いて

・登山隊報告（アラスカ、K7、マンセー
ル峰）

・講師依頼について（中村保、池田常道）
・特集「アルパインスタイル登攀の装
備と食糧」

⑶競技部委員会
　11月15日㈯　出席者15名
ア　クライミング競技ルートセッター
規程の改訂について

イ　登録選手規程の改訂について
ウ　ブロック別研修会について
エ　第５回全国高等学校選抜クライミ
ング選手権大会実施要項について

オ　第70回和歌山国体実施要項につ
いて

カ　第71回岩手国体競技日程及び参
加申込み締切日確認について

キ　第72回愛媛国体競技会、会期調
査について

ク　平成27年度事業計画について
・第10回ボルダリング・ジャパンカッ
プについて

・2015クライミング日本選手権東京
大会について

・ボルダリングユース日本選手権鳥取
大会（案）について

・2015アイスクライミングジャパンカッ
プ大会について

ケ　11月常務理事会報告について
コ　ＩＦＳＣクライミングＷＣ印西

2014報告について
サ　第69回長崎国体報告について
シ　競技・指導合同委員会報告について
⑷ジュニア・普及委員会
　11月27日㈭　出席者３名
ア　10月常務理事会報告
イ　中高年安全登山指導者講習会（西
部地区）報告

ウ　ＵＡＡＡ創立20周年記念総会・
広島平和祭報告

エ　なすかし雪遊び隊2015について
オ　ジュニア普及情報交換会について
⑸選手強化委員会
　11月27日㈭　出席者９名
ア　2014年シーズン報告
イ　ＩＦＳＣイベント会議（スロベニ
ア・クラニ）報告

ウ　2015年代表選考について
・ボルダリング：女子Ｓ代表＝野口啓
代（１位）、野中生萌（５位）、Ａ代表
＝なし

　男子Ｓ代表＝なし、Ａ代表＝藤井決
（12位）、堀創（13位）、杉本怜（23位）、
楢崎智亜（26位）

・リード：女子Ｓ代表＝小林由佳（９
位）、Ａ代表＝野口啓代（10位）、大
田理裟（11位）、尾上彩（ＩＦＳＣ，
世界ユースジュニア優勝者）

　男子Ｓ代表＝安間佐千（７位）、Ａ代
表＝松島暁人（11位）、是永敬一郎、
島谷尚季

エ　国内ユース合宿について
・1/4㈰～7日㈬、静岡県浜松市　ス
クエアクライミングセンター/浜松
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NPO富士山測候所を活用する会 「芙蓉の新風」�Vol.9
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やまびこ山想会 「やまびこ」�第157号
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JAM、現在参加者15名
オ　2015年競技会・委員会予定について
⑹指導委員会
　12月１日㈪　出席者７名
ア　11月常任委員会議事録確認
イ　登攀技術研修会（岡山）報告
・登攀研修会（22名）、上級指導員（7
名）、A級主任（4名）、講師（7�名）、
スタッフ（3名）

ウ　安全登山実践講座報告
・都岳連にて７名で実施中
エ　指導・競技合同会議報告
・11/13、都岳連事務所で開催。競技
２名、指導７名参加

オ　平成27年度指導者養成講習会に
ついて

・神戸：主任検定員及び上級指導員を
実施予定

・東京・昭島：主任検定員及び上級指
導員を実施予定

カ　ＡＣ指導者とＳＣ指導者の分離に
ついて

・競技部は賛成の意向
キ　韓国の冬期研修会案内について
ク　平成27年度公認スポーツ指導者
表彰について

・亀田行宣（石川）、西原斗司男（兵庫）、
雨宮節（沖縄）の３氏を日山協表彰に
推薦

ケ　日体協データベースでのＡＣとＳ
Ｃの分離について

・12月常務理事会に諮り決定次第、
各岳連へ通知する

コ　平成27年度登攀技術研修会につ
いて

サ　平成27年度指導者養成講習会ア
ンケートについて

シ　常任委員の補強について
・候補者：木下佳哉子
ス　指導常任委員研修会について
・12/13～14、神奈川県山岳スポーツ
センター

セ　指導・遭対合同研修会について
・2015、7/11～12、静岡
ソ　全国公認スポーツ指導者連絡会議
分科会出席について

・12/12㈮、シダックスホール、瀧本
委員長出席

タ　指導関係図書類の在庫確認について
⑺国際委員会
　12月９日㈫　出席者13名
ア　ロシア女性クライミング・フェスティ
バル下見来日の件

イ　第53回海外登山技術研究会につ
いて

・3/7～8、国立オリンピック記念青少
年総合センター

ウ　BMC� In terna t iona l � Summer�
Climbing�Meet�2015�の派遣について

・2015年５月10日～17日、ノース・
ウエールズ

エ　平成27年度国際委員総会・第34
回海外登山遭難対策研究会について

5．その他の重要事項
　（10月31日～12月10日）
【報　告】
⑴平成26年度中高年安全登山指導者
講習会（西部地区）11月１日㈯～３
日㈷　於：岡山県蒜山高原

　神﨑会長、仙石常務理事
⑵山岳団体自然環境連絡会
　11月６日㈭　於：労山事務所
　石倉委員長、徳永副委員長
⑶海外登山懇談会　11月６日㈭
　於：国立オリンピック記念青少年総
合センター　八木原副会長、澤田委
員長ほか

⑷ＵＩＡＡ登山委員会　11月７日㈮～
８日㈯　於：トルコ　青山副委員長
⑸第５回自然保護指導員研修会
　11月８日㈯　於：国立オリンピック
記念青少年総合センター　石倉委員
長ほか

⑹平成26年度第3回理事会
　11月９日㈰　於：岸記念体育会館
　神﨑会長ほか役員25名出席
⑺加須市市長表敬　11月13日㈭　於：
加須市役所　森下・青木常務理事

⑻平成27年度スポーツ振興事業助成
に関する説明会　11月14日㈮

　於：TKP市ヶ谷カンファレンスセンター
　中川事務局員
⑼神奈川県山岳連盟創立60周年記念
祝賀会　11月15日㈯

　於：ワークピア横浜　神﨑会長
⑽ＩＦＳＣイベント会議
　11月15日㈯　於：スロベニア・
Kranj　小日向副委員長

⑾山岳団体自然環境連絡会
　11月17日㈪　於：労山事務局
　石倉委員長、徳永・松隈副委員長
⑿第57回オ－ルスポーツマン・ゴルフ
大会　11月17日㈪　於：久爾カン
トリークラブ　坂口顧問他４名（団
体戦20位）

⒀第２回火山情報の提供に関する検討
会　11月19日㈬　於：気象庁

　尾形専務理事
⒁NESチャンピオンシップ2014ファイ

ナルパーティ　11月22日㈯　於：神
奈川県立藤野芸術の家　佐藤副会長

⒂UＡＡＡ創立20周年記念総会・広
島山岳平和祭　11月22日㈯～26
日㈬　於：広島市　神﨑会長ほか

⒃平成26年度ＪＯＣコーチ会議
　11月28日㈮　於：味の素ナショナ
ルトレーニングセンター　安井博志、
佐藤豊、中貝次郎、中川事務局員

⒄登攀技術研修会
　11月29日㈯～30日㈰　於：岡山県
　瀧本常務理事ほか
⒅東北ブロック競技部研修会
　11月29日㈯～30日㈰　於：岩手県
　西原委員長
⒆火山防災対策推進ワーキング・グルー
プ　12月１日㈪　於：中央合同庁
舎第８号館　神﨑会長

⒇日本ワールドゲームズ協会臨時総会
　12月４日㈭　於：赤坂T-Front
　尾形専務理事
（21）日本勤労者山岳連盟望年会
　12月５日㈮　於：労山事務所
　八木原副会長、尾形専務理事、小野
寺常務理事
（22）（公社）日本ネパール協会創立50周
年記念祝賀会　12月６日㈯　於：
新宿三井クラブ　尾形専務理事
（23）近畿地区山岳連盟総合会議
　12月６日㈯～7日㈰　於：比良山岳
センター　八木原副会長
（24）四国ブロック競技部研修会　12月
６日㈯～７日㈰　於：香川・高松テ
レサ　西原委員長、高橋常任委員
（25）スポーツ団体のガバナンスに関する
意見交換会　12月８日㈪　於：大
手町サンケイプラザ4Fホール　尾形
専務理事

　あけましておめでとうございます。
今年も定期発行に努めますので本年も
宜しくお願致します。近頃地球の自転
が変わったかのように時の経つのが早い。
何事も賞味期限が過ぎないうちに英断
したいものだと思う
� （広報担当　水島彰治）
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